
1 7 9

症 例 報 告

閉鎖孔ヘルニアの徒手整復後に大腿出血を生じた1例

長 谷 川 潤 ・ 岡 田 貴 幸 ・ 加 納 恒 久

青野高志・武藤一朗・長谷川正樹

新潟県立中央病院外科

A  C a s e  o f  I n c a r c e r a t e d  O b t u r a t o r  H e r n i a  w i t h  H e m o r r h a g i c

C o m p l i c a t i o n  F o l l o w i n g  M a n u a l  R e d u c t i o n

Jun HASEGAWA, Takayuki OKADA,

T s u n e h i s a  K A N O U ,  T a k a s h i  A O N O ,

I c h i r o u  M U T O U  a n d  M a s a k i  H A S E G A W A

D e p a 血 e n t of S u l g e L y , N L
'

L
'

g at a 触 c t u T at C e n b lal H o s pjt a7

要 旨

症例 は 83 歳女性 . 暗気, 右大腿痛を主訴に来院 した . C T にて右閉鎖孔 ヘ ル ニ ア による腸閉

塞と診断された. 徒手整復を行 っ たと ころ症状 は改善 したため待機手術を予定したが, 右大腿

部腫脹を伴う シ ョ ッ ク状態に陥 っ た . 閉錯孔 ヘ ル ニ ア 験頓, 穿孔に よる シ ョ ッ ク状態と判断し

緊急手術を行 っ た. し か し, 術中所見にて 閉頚孔 ヘ ル ニ ア の験頓, 穿孔 はみ られずシ ョ ッ ク の原

因は右大腿か らの 出血と考えられた. 腹膜前歴で ヘ ル ニ ア 門にポリプ ロ ピ レ ン メ ッ シ ュ シ ー ト

を貼付した . 術後 5 ケ月経過した現在, 再発を認めて い な い . 閉蹟孔 ヘ ル ニ ア は高齢者, 特に女

性にお い てみ られる比較的稀 な疾患で緊急手術と なる ことが 多い . 近年, 徒手整復の のち待機

手術を行うと い う報告が散見されるように な っ た . 緊急手術を回避する こ とで より安全に手術

を行う こと が可能であると考えられるが, 整復に伴 い 出血などの 合併症を念頭に置く こと が重

要で ある.
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緒 口 られる比較的稀な疾患で腸閉塞で来院する こ とが

多く, 緊急手術の適応となる. 近年, 徒手的整復
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図 1 腹部単純 Ⅹ線写真

小腸の 拡張と鏡面像をみ とめた .

され るよう にな っ た が整復の可否につ い て は議論

の 分か れる と こ ろであ る .

われわれは , 閉頚孔 ヘ ル ニ ア の 徒手整復後に大

腿出血を生 じた症例を経験 した の で若干の 文献的

考察を行い 報告する .

症 例

患者 : 83 歳, 女性.

既往歴 : 67 歳時, 大動脈閉頚不全, 狭心症 にて

大動脈弁置換術, 冠動 脈バ イ パ ス 術施 さ れ た後,

抗凝固剤内服 して い る . 7 8 歳時, 両側大腿骨頚部

骨折に て人工骨頭置換術施行された .

現病歴 : 平成 1 7 年 8 月 1 0 日午後か ら右大月退

棉, 暗気が 出現 した . そ の 後症状は軽快 した が 8

月 11 日午前より再び右 大腿 痛, 堰気が出現 した

た め当院を受診 し ド ン ペ リ ド ン処方され た . 8 月

1 2 日症状が 改善 しない た め 再受診 し た と こ ろイ

レ ウス と診断された .

初 診時現症 : 身長 1 41 .4 c m , 体重 37 .1k g , 貧血 ,

黄痘認 めず. 腹 部は膨 隆, 軟. 右大腿の 軽度腫脹

を認め た . H o w ship I R o m b e r g 兆候陽性.

血液 検査成績 : 白血球の軽度増多を認 めた が,

貧血, C P K の 上昇を認めなか っ た (表 1) .

腹部単純 Ⅹ 線写真 : 拡張 した小腸, 鏡面像を認

め た ( 図 1) .

骨盤部 C T 検査 : 右外聞頚筋と恥骨筋と の 間に

腫癌陰影を認 め た (矢印) . 人工 骨頭 に よ る ア
ー

チ フ ァ ク トがみられ た ( 図 2) .

閉頚孔 ヘ ル ニ ア族頓によ るイ レ ウ ス と考え られ

た が
, 抗凝固剤を内服 して い る こ とか ら可能で あ

れば緊急手術を回避 した い と考 え, 整復に伴う合

併症 を説明 した後に徒手整復を試み た . 右鼠径靭

帯の 下方, 大腿動脈の 内側を徒手的に圧迫 し頭側

に腸管を軽く押 し込 む と容易 に還納 され た . 整復
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図 2 骨盤部 C T

右外閉鎖茄と恥骨筋との 間に腫癌陰影を認めた ( 矢印) . 人

工骨頭による ア ー

チ フ ァ ク トがみられた.

後右大腿 の腫 脹と, 痔痛は消失 した . 抗凝固剤の

内服 を中止 し ヘ パ リ ン の 持続静注 に切 り替えた .

8 月 1 6 日 1 8 時 ころ座位に な っ た と こ ろ気分不快

を訴え収縮期 血圧 8 0 m m H g 代まで の
一

時的血圧

低下を認 め た が, すぐに症状消失 し血圧 は改善 し

た
.
しか し, 同日 22 時こ ろ気分不快と右大腿痛を

訴え, 右大腰 の 腫 脹ととも に 60 m m H g 代まで の

著明な血圧低下 を認 め た . 閉鎮孔 ヘ ル ニ ア の 再族

頓, 穿孔による シ ョ ッ ク状態 と考え緊急手術を行

っ た .

手術 所見 : 全身麻酔下 に下 腹部正中切 開を行

い
, 腹膜 外経路 に て 右閉 錯孔 を観察 し た . 径

1 .5 c m 程 の 閉錯孔に ヘ ル ニ ア嚢が 験頓して い たが

腸管の蕨頓はみ られなか っ た . 開腹 し腹腔内を観

察する と腹水は なく , B a u hi n 弁か ら約 1 20 c m 口

側 の 回腸壁が 円形 に発赤して おり Ri c ht e r 型 に族

頓して い た部位で ある と考え られた . 腸管壁 の 損

傷は軽度 であり腸管切除は行わなか っ た . 観察範

囲に その他の 異常は なか っ た . 大腰腫脹部を庄排

した が 閉領孔より漏出 して く る もの は なか っ た .

術 中の 血 算で 著 明 な 貧血 ( R B C 1 94 × 10
4
/il l ,

H b 6 .2 m g) と , 右大腿 に腫脹がみ られた ことか ら

右大腿 の出血 による出血性 シ ョ ッ クが原因で術前

か ら血圧 が低下 して い た もの と判断した . 腹膜前

腔 に おい て 閉鎮孔, 大月退輪を覆うよう にポ リプ ロ

ピレ ン メ ッ シ ュ シ
ー トを貼付し縫合固定した .

術後, 右大腿を中心 に皮膚が紫斑 を形成 し, 右

大腿 の 腫脹 は出血 によ るもの であ る こ とが 断定 的

とな っ た . 右 大腿 の 弾性包 帯に よ る圧 迫を行 い

徐々 に腫脹は軽減 した が, 8 月 25 日貧血 の 進行 が

み られ再出血が疑われた た め抗凝固剤の 調節目的

に循環器 内科に転科した . その 後出血 の兆候は な

く 9 月 3 日退 院 した . 術後 5 か 月経過 し た現 在,

再発を認め て い な い .

考 察

閉頚孔 ヘ ル ニ アは , まれな疾患で あ ると い われ

て きた が , M e zi a n e ら
8) が C T 検査に よる診断を

報告 し, さらに, 山田ら
9) により超音波検査 によ

る診断が報告され る にい たり簡便か つ 迅速に診断

する こ と が可能と な っ た . それ に伴 い術前に診断
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され る報告例が増加 して い る .

自験例は人工 骨頭置換術術後であ る にもか かわ

らず C T にて 閉鏡孔 ヘ ル ニ ア の 炭頓で ある こ と が

診断 され たが , 人工 骨頭 に よる ア
ー

チ フ ァ ク ト に

より骨盤底の 評価が困難になる場合が多い た め超

音波検査 を合わせ て行う こ とが 重要と 考えられ

る
10)

治療に関して は緊急手術が大半を占め ると思 わ

れる が, 徒手整復後に待機手術を行 っ た症例の 報

告 1) - 7) が散見されるよう にな っ た . これ は発症

早期 で診断される こ とが増加 した か らで あ ると考

えられ る . 鼠径 ヘ ル ニ ア , 大腿 ヘ ル ニ ア などに対

して
一 般 的に行われて い る徒手整復を, 閉錯孔 ヘ

ル ニ アに対 し行う こ との 可否に つ い て は議論の あ

る と こ ろで あ る . W ak el e y
l l) は 腸管穿孔の 危 険

性を伴うた め試み る べ きで ない と して い る . 船戸

ら 1) は整復の 適応 は発症 か ら
一 日以 内で 腹膜炎

所見が なく, 緊急手術の 可能な こ とをあげて い る .

徒手整復に伴う合併症と して ヘ ル ニ ア 内容の損傷

があり, 腸管の場合は壊死 , 穿孔 , 出血ゃ , そ の後

の 療痕狭窄が考えられ る .

ヘ ル ニ ア嚢あ る い は ヘ

ル ニ ア嚢周囲の 感染, 出血の 可能性も考えられ る .

鼠径 ヘ ル ニ ア , 大腿 ヘ ル ニ アなどと 同様 に閉頚孔

ヘ ル ニ ア に つ い て も徒手整復を行う こ と がで きれ

ば, 緊急手術を避ける こ とで利点 は多く なる と考

えられるが , 合併症 を注意深く観察する ことが肝

要である . イ レ ウス を呈する場合の 徒手整復 は行

わない の が安全 と考 え られ るが , イ レ ウ ス で あ っ

て も自 然還納 され る症 例 の 存在する こ と
12) や ,

自験例の よう に容易に徒手整復でき る場合もある

こ とか ら緊急手術が極めて危険と判断される症例

に は試みて もよ い の で はない かと考えられ る.

自験例で は, 整復後の 腸管穿孔, 感染はみ られ

なか っ たも の の 大月退出血を生 じた . 高齢の ため 組

織が脆弱で あり, 抗凝固療法が なされて い た ため

徒手整復に より加えられ た機械的刺激が原因で 出

血 し た も の と考え られ た . ま た, 鼠径 ヘ ル ニ ア ,

大腿 ヘ ル ニ ア などに比 べ て ヘ ル ニ ア 門が深部 に位

置するた め徒手整復を行う際に圧 力の か か る軟部

組織 が多く な る こ と も
一

因で あ る と推測 さ れ る .

自験例以外の 徒手整復例
1) I 7) で は整復後の 出血

は報告されて い ない が , 閉頚孔 ヘ ル ニ ア の 徒手整

復に おい て 出血 は注意 を要する合併症で ある と考

えられ, 抗凝固療法を行 っ て い る自験例で は予測

されう る合併症で あり反省すべ き点で あ っ た .

手術術式 に つ い て は , 自験例は術前に腸管穿孔

がある と判断した ため下腹部正中切開 にて 開腹 し

て腹膜前腔にポリ プロ ピ レ ン メ ッ シ ュ シ
ー トを貼

付 した . 腸管穿孔 の 可 能性が な けれ ば, 開腹法,

腹腔鏡法に比べ て低侵襲であ る鼠径法により行う

の が 妥当と考えられ る . 鼠径法によ る アプ ロ
ー

チ

の 場合で も腹腔 内は観察可能であり明らか な穿孔

症例で なけれ ば, より低侵襲に手術を行え ると考

え られ る . また
,
メ ッ シ ュ シ

ー トを腹膜前腔 に お

く方法 は, 簡単に閉鋳孔, 大腿輪を覆う こ と が で

き大月退ヘ ル ニ アの 発症 も予防でき る点 で有用な方

法で ある と考えられ る .

結 語

閉鎮孔 ヘ ル ニ ア の 徒手整復後に大腿出血 を生 じ

た症例を経験 したの で 報告した . 徒手整復の 際に

は出血を含め合併症 を念頭に置い て 行う こ と が重

要で ある .
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i n cid e n c e a n d t r e at m e n t , w ith t w o p e r s o n al o p e r a
-

ti v e c a s e s . B r J S u r g 2 6: 5 1 5 - 5 2 5 , 1 9 3 9 .

1 2) 小川淳宏, 丹羽英記, 下村 淳, 魚住尚史, 門脇

隆敏 , 渡瀬 誠, 刀山五郎, 山田 毅, 小川嘉

誉 : 自然還納と再験頓を C T にて確認 し得 た閉

鐘 孔 ヘ ル ニ ア の 1 例 . 外 科 6 4 : 13 39 - 1 34 1 ,

2 002 .

(平成 1 8 年 1 月 2 6 日受付)

〔特 別 掲 載〕


